




























l 小南一郎『楚辞とその注釈者たち ~ (朋友書応、 2003年)I王逸「楚辞章句Jと楚辞文芸の伝承J(1王逸 『楚践章句』




2田島花野 m楚辞章句A I卜居」注の押韻J(r東北大学中国語学文学論集~ 23号、 2018年)


























5 黄霊庚 『楚齢章句疏謎~ (中華書局、 2007 年。 増訂版 2018 年) 。 また、壬逸 『楚辞章句~ (明正徳十三(1518)年、黄
省曾校、大阪大学蔵)、王逸 『楚辞章句~ (明万暦十四(1586)年、J篤紹祖観妙斎刊、芸文印書館、 1974年影印)、王逸
『建辞章句~ (日本寛永三(1750)年、荘允益校、大阪大学蔵)、洪興祖撰 t楚辞補注~ (四部叢刊初編)、洪興祖撰・
黄霊庚点校 『楚辞補注~ (上海古籍出版社、 2015 年)、 『尤表刻本文選~ (国家図書館出版社、 2017年影印)、 『日本足
利撃校磁宋刊明州本六臣注文選~ (人民文学出版社、 2008 年影印)、 『釜章閣所蔵六臣注本文選~ (豆刈壱を斗fE倍、
1996年影印)を参照した。
G王力 『詩経韻読 楚辞韻読~ ( ~王力文集~ 6、山東教育出版社、 1986年。中国人民大学出版社、 2004年)
－ 39 －
韻譜」漢代音二十七韻部7、黄耀望 1(漁父》的韻文注J(黄論文と略称)8を用い、『大宋重修





















7 羅常培 ・周祖諜 『漢貌畜南北朝韻部演変研究~ (第1分冊、科学出版社、 1958年。中華書局、 2007年)。なお、合韻
の例数は、同書 46~47 頁の西漢韻部の表および、 56~57 頁の東漢韻部の表を参照した。 これらの表は、 124~245 頁
「両漢詩文韻譜Jの二部合韻を集計したものである。しかし、 「両漢詩文韻譜jの合韻例数とは合致しない箇所があ
り、その場合は表ではなく「両漢詩文韻譜」に従った。
8黄耀笠 f(漁父》的韻文注一一 《楚辞章句》韻文注研究之ーJ(~中国楚辞学~ 23、2016年)
D ~大宋重修広韻] (中文出版社、 1982年)
10 郭錫良編著『漢字古音手冊増訂本~ (商務印書館、2010年)
























































13羅著に職部と沃部の合韻は、前漢に 4{?l]あり、職沃合韻が2例 (220頁)、沃職合韻は2例 (223頁)である。後漢
に3例あり、職沃合韻2例 (221頁)、沃職合韻1例 (223頁)である。職部と鐸部の合韻は、前漢に職鐸合韻が2
例 (221頁)あり、後漢に鐸職合韻が4例 (231頁)ある。職部と錫部の合韻は、前漢に職錫合韻が2例 (221頁)
あり、後漢は0例である。沃部と鐸部の合韻は前漢O例、後漢に鐸沃合韻が1例 (231頁)ある。沃部と錫部の合韻
は前漢・後漢ともに0例である。三韻の合韻では、後漢に職沃鐸合韻が l例 (222頁)ある。








14 本文 01~02 は、『史記』 が「屈原至於江i貧」 に作り、 『章句』 は 「屈原既放、瀞於江j車」 に作る。 おおむね『章句』
に従い、王注02と内容を一致させるために 02句末の「濠」字は 『史記』の「演」に改めた。なお 「濠」は平声侵
部/上声侵部つであり、前後の句とは押韻しない。
15本文04r惇」は、『広韻』で去声六至のみに属する。羅著は、去声脂部の至韻のみならず、入声質部の術韻にも
「惇」を収録しており、注① 「体，庚韻入至韻，集韻術韻有此字，音 ‘昨律切'oJと述べる (233頁)。






には前漢・後漢ともに収録されるが、去声御韻には前漢のみ収録され、後漢では収録されていない (141~142 頁) 。
－ 42 －
08何故至於斯210J (平声支部0) 圏昌馬遭此患世。 22(平声元部内)企
09屈原田、 (入声月部?O) (無注)
101翠世皆濁、 (入声屋部0) 函衆貧部也。 (上声之部 C24) 




まず、本文同士の押韻はどうか。 01"'"'09は、 01"'"'06と09が叙事の部分、 07"'"'08が漁父の





22黄著 「局震遭此壱、也つ。正徳本、隆慶本(中略)作 「易篤遭放於斯也J0 (中略)案:若作 「於斯J.斯字出韻。文選
本亦作 「易篤遭此患也」。則存其奮。J(2117~2118 頁) 。 底本は 「清汲古閣毛表校刻洪興祖楚辞補注」、正徳本は「明
正徳十三年高第、黄省曾繕宋楚辞章句本」、隆慶本は 「明隆慶五年朱多燈夫容館織宋楚僻章句本」である(第一冊、
凡例 1頁。第六冊3369頁)。






25 ~広韻』韻目のうち、上声と去声は対応する平声の韻目を用い、 ( )内に上声と去声の韻目を補う。例えば、「上平声
五支」は「支韻」、「上声四紙」は I(紙)支韻」、「去声五箕」は I(箕)支韻」と表記する(以下問じ)。
羅著によれば、王注目 「守」には上声幽部の(有)尤韻と去声幽部の(宥)尤韻の二音がある。王注 14I野」が上声
であるため、 「守」 は上声幽部の(有)尤韻を採用する。 14I野」には二音があり、 一つは上声魚部の儲)魚韻である



































































































137頁)がある。したがって、「 卜居」第 11句「亀」と第 12句 「之」は、叙事の部分と登場人物の言葉を跨ぐもの
の、押韻と見なして差支えないであろう。
次に王著に従って、「漁父J15 i日J(月部) w漢字古音手冊~ 71頁)・ 16i物J(物部:W漢字古音手冊~ 147 
頁)・ 18i濁J(屋部 :王著 i(詩経》 入韻字音表J115頁)・ 21i醇J(物部・王著 i(詩経))入韻字音表J119頁)
のうち、二韻間の合韻例を示す。①15i日J(月部)と 16i物J(物部)は、王箸 「楚辞韻読Jに月部と物部の合韻
が3例(i九章」の「哀郵J442頁、「九弁J467頁、「招魂J469頁)あるため、押韻と見なせる。②15i日J(月






また羅著に従って、「漁父J15 i日J(月部?)・ 16i物J(質部)・ 18i濁J(屋部)・ 21i酔」ω旨部)のうち、 二
韻問の合韻例を示す。①15i日J(月部?月韻)と 16i物J(質部物韻)。月部と質部の合韻は前漢に9例あり、質月
合韻は8例 (235頁)、月質合韻は1例 (238頁)である。後漢に 13例あり、質月合韻は5例 (236頁)、月質合韻
は8例 (238頁)である。月部と質部を含む三韻以上の合韻には、前漢に質月祭脂合韻が1例 (235頁)、後漢に脂





169頁)あるが、この 1例は脂部至韻を含むものの月部月韻は含まない。そのため 15i日」と 21i酔」が押韻する
とは断定できない。④16i物J(質部)と 18i濁J(屋部)は、質部と屋部の合韻が、前漢・後漢ともに0例である
ため、押韻とは見なし難い。⑤16i物J(質部物韻)と 21i酔J(去声の脂部至韻)。質部と脂部の合韻は、前漢に









頁)、元真合韻が 12例(平声 10例、去声2例・ 211頁)である。後漢に 102例あり、真元合韻が63例(平声60
例、上声 1例、去声2例:204 頁~206 頁)、元真合韻が 39 例(平声 35 例、去声 4 例: 212頁)である。
30 16本文 「聖人」を『史記』は「夫聖人者」に作る。「者」は上声魚部*歌部であり、前後の句と押韻していない。
31 本文 17i移J• 20 i波J• 23 i醸」は、前漢では歌部同士の押韻となる。後漢では歌部と支部の合韻となる。羅箸
－ 46 －
18世人皆濁、 (入声屋部0) 圏人貧禁也。 32 (平声侵部?b)
19何不随其流、 33 (平声幽部B) 圃同其風也。(平声侵部/去声東部?b)
20而揚其波。(平声歌部A34) 圃輿浮沈也。ぉ(平声侵部/上声侵部?/去声侵部?b)企




25自令放属。 J (平声歌部本支部A) 圃遠在他域。(入声職部d)企









































王著が挙げた以外にも、 19I流J(幽部)・ 22I糟J(幽部)・ 24I職J(侯部)が幽侯合韻で押韻
すると述べる42。
羅著の漢代音では、 19I流」・ 22I糟」・ 24I瑞jは幽部の阿部押韻となる。 17I移J(歌部本
支部)・ 20I波J(歌部)・ 23I醸J(歌部本支部)・ 25I篤J(歌部本支部)は、前漢では歌部の同
部押韻、後漢では歌部と支部の合韻となる。






































































07 (漁父) 1日『子非三聞大夫輿~J 、 09 1屈原日」、151漁父日」、 261屈原日」、38(漁父)1歌
日」の順に話者が交代するが、 「日Jそのものに付注されているのは、 151漁父日」 ー箇所だけ
である47。
前稿で検討した「ト居」ではどうか。本文第 13句「屈原日Jに注「吐調情世Jが付される一
方で、第 09句(屈原) 1日『余有所疑~J 、第 12 句(鄭信芳) 1日『君牌何以教之~J 、第 58 句
(鄭信費) 1日『夫尺有所短 ~J は、「日」 そのものに注が付されることはなく、 「日j の直後の
登場人物の言葉一句に付注されている。したがって「卜居」においても、「日」を含む句に付注




45黄箸2127貰。 「九章」の 「懐沙Jr懐瑳握職今」に関しては王注 「在衣篤懐，在手篤握。嘩、職，美玉也。」、疏諮
「道総 一美玉之名.(中略)左侍宣公十五年 「瑳聡匿蝦J.正義 「理職，玉之美名。」 此雄分別言之，亦一玉名，除





































































の合韻は、前漢に 6例あり、察月合韻が 3例 (172 頁)、月禁合韻が 3例 (237~238 頁)である。後漢に 13例あ
り、察月合韻が7例 (172頁)、月察合韻が6例 (238頁)である。




















「般」 と35r汚」との押韻は推測であるため、王注34および35は無韻とする。 以下、 参考までに羅著の押韻例を
挙げる。
－ 52 －
35而蒙世俗之温瞳呼610 J (入声薬部?鐸部?B) 圃被貼汚也。 ω(平声幽部ワ魚部?/去声魚部0)
本文同士の押韻は、 29r衣J(脂部)と 31r波J(真部)が脂真合韻で押韻し、 28"'-'31は隔
句押韻 rOAOAJとなる。 34r白jは鐸部に属し、 35r蟻」は薬部もしくは鐸部に属し、両
者は鐸部の阿部押韻もしくは鐸薬合韻となり、 34・35は毎句押韻 rBBJとなる。


























同本文 35は『史記』の 「温蟻」に従った。『章句』は 「塵挨」に作る。「挨」は平声之部、前後の句とは押韻しない。
湯嫡正 「寝‘温蟻"一一兼論先秦漢初屈賦侍本中雨箇不同的体系J(~屈賦新探』 膏魯書社、 1984 年。1l0~123 頁)
は以下のように述べる。『史記』本文の 「温暖」を、『韓詩外伝』所収の 「漁父」本文は 「混汚」に作る。「混汚」が
本字、 rl1i媛Jは同音借字である。原本では「温媛」は 「鰻j盆」に、 「混汚」は 「汚混」に、 『章句』所収の 「塵挨」
は 「挨塵」に作り、 rlhlJ/ r混J/ r塵Jは31 r波」 と押韻していた。 『史記~ (および『章句~) 34の 「之白」は後
に挿入されたものであり、挿入後 「白」と 「媛」が押韻するとして、「媛IhlJが顛倒されて「温媛jとなった。以上




62黄著「被貼汚也。。文選本 「貼汚」作 「汗黙J0 (中略)案:(中略)熟汚、汗黙，並出韻，未可詳考。 J(2133頁)。
羅箸では、 35r貼」は上声談部?となる。 「貼」は31r塵J(平声真部) ~33 r嫡J(去声元部)と、韻部では押韻の
可能性があるが、平声・上声・去声の 3つの声調を跨いでいるため、押韻とは見なさない。以下、参考までに談部と
真部・元部との合韻例を挙げる。談部と真部の押韻は、前漢に真談合韻が1例(平声:204頁)あり、後漢はO例で



























押韻は 13例見える。うち去声は1例で、前漢の魚幽宵合韻①司馬相如 「子虚賦Jの 「去J(魚部制)魚韻)と 「耀」
(宵部(笑)宵韻) (150頁)である。平声・上声は以下に作品名を挙げる。前漢の宵魚合韻では、笹減雄 「河東賦」
(平声:140頁)、魚宵合韻では告冴L威 「鶏賦J・④楊雄 「解潮J(平声:149頁)がある。後漢の宵魚合韻では信灘
固 「幽通賦J(上声 ・141頁)、魚宵合韻では⑥杜篤 「論都賦J(二例掲載されているうちの二例目)・⑦班固 「幽通
賦」・③張衡 「西京賦J(平声:151頁)、⑨寵翻 「達旨」・⑮閥名 「奈湛頒J(上声:同頁)、魚宵歌合韻では⑪班固
「西都賦」・⑫罵融 「長笛賦J(上声 :152頁)、魚幽宵之合韻では⑬王逸 「九恩」の 「逢尤J(平声 :同頁)がある。



















































































14 r野」を詳しく考察したが、成立年代を前漢または後漢に特定できなかった。 31r塵」・ 32

















































































75黄著「地駿東南。。文選本「地毅東南」作 「地膨東南角也Jo(中略)案:地鍛，首作 「地膨」。 准南子巻三天文aJiI・
「昔者共工輿瀬頭争震帝， (中略)地不満東南，故水潔塵挨蹄駕。」 作 「東南」或 「東南角J，皆出韻。著作 「地陥東
南膨JoJ (2106頁)。同著 「孔子厄於陳也。。文選本 「於陳」作「於陳奈」。案 ・披義，奮作「於陳察J0 (中略)章
句以上院、禁同協歌韻。 J(2107頁)。
76羅著 172頁。羅著は、巌可均『全上古三代秦漢三国六朝文』を底本とする (115頁)。以下2例の本文は、『全上古































また、『漢書』にみえる 「離騒侍j の名称および内容については、次のような研究がある。王念孫 (1744~
1832) ~読書雑志』巻四は、「侍J は元来「侍j に作り、「侍j は「賦」に通じるとし、「離騒傍j は「離島重賦」 とい
う文学作品であったとの説を唱えた。 小南一郎(前掲注 1 著書 347~348 頁)は、 「離凝停」が「侍J と 「侍
(賦)Jの両面を兼ね備えた韻文体の注釈であるとする。表錫圭 r(神烏{専(賦))初探J(初出は 『文物~ 1997年1
期。『安海漢墓漢膿綜論』科学出版社、 1999 年。 1~7 頁) は、 1993年出土の罪濁西漢晩期墓の竹筒 「神烏侍」 が賦
体の作品であることを根拠に、王念孫の「侍」は 「賦」に通じるという説が実証されたとし、『漢書』の 「離騒惇」
も「離騒賦」であるとする。李若輝 r((神烏侍》興((離騒侍)J U園皐研究~ 17、 2006 年。 167~189頁) ・張











7頁、注目 前漢は之幽合韻8例(130頁)、幽之合 羅著に之部と幽部の合韻は、前漢に 1例、
韻3例 036頁)あり、後漢は之幽合 後漢に 26例ある。前漢は之幽合韻8例(平





9頁 13行目 14 I吾寧個個、 (上声真部?U) 14 I吾寧個個歎歎、 (上声元部?U)
13頁、注71 祭歌合韻が i例ある(平声:172頁)。 祭歌合韻が2例ある(172頁)。
14頁、注74 黄著 「遂本志也。 黄著「遂本操也。
15頁 17行目 第三から第六 第三から第五
